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1．はじめに：背景と目的
買物はどのような人にとっても日常の一部であり，生活の

ためには必須である。そして買物行動には店舗内の移動
から商品の選択，支払い，そのほとんどに視覚を通した情
報入手（値段など）が円滑な買い物行動の鍵となってい
る。しかし，視力が低かったり視野が狭かったりするロービジョ
ン者には，視覚情報の入手には課題も多く，買物行動の様々
な場面で困難に直面している[1]。
日本盲人会連合の調査では，ロービジョン者の約 8割が，
“ 商品の値段や表示が見えにくく困っている”と報告されて
いる[1]。また，共用品推進機構の調査では，スーパーが
利用しにくい理由として，“商品の場所がわかりにくい”，“ 店
内が広すぎてわからない ”，“ 店員のサポートを受けにくい ”
などと回答されている[2]。高橋 [3]は，視覚障害者には4
つのバリア“ 文字・移動・コミュニケーション・心 ”があると
述べており，上述の報告書の結果は，まさにこれら4つのバ
リアが障害のあるユーザーの具体的コメントして述べられた
ものといえる。
しかし，これら先行研究では，様 な々見えにくさがあるロー
ビジョン者の視覚特性との関係や，何が不自由さの要因と
なっているか等については必ずしも明らかになっていない。
加えて，店員とのコミュニケーション，視覚障害者であること
を開示することになる心のバリアについても，分析されてい
ない。
我々は，家族を含めた周囲の人たちとのコミュニケーショ

ンや障害受容など心の問題は，買物行動にとどまらず，生
活環境改善の重要な要因であると考えている。そこで本

研究では，ロービジョン者が実店舗で買物をする際に，直
面している買物の課題やニーズに加え，その背景にある心
の問題にも焦点を当てた調査を行い，快適な買物環境を
実現するための方策を明らかにすることを目的とした調査研
究を行った。本報告では，その調査研究の設問の一部で
ある自由回答記述についてテキストマイニングの手法を用
いて，視覚障害者の買い物行動における困難さとニーズを
探った。

２．研究方法
２．１　アンケートの作成と本研究での分析項目
アンケートの質問項目は日本盲人会連合や共用品ス新
機構等の先行研究を踏まえ，1. プロフィール，2. 日常的に
利用している店舗，3. 店舗内でのショッピング，4. 商品の清
算，5. 店舗内での支援や支援機器（ルーペなど）の使用，6. 
店舗の施設設備など，7. 店舗への要望と提案などに関す
る計 16問としし，うち3問を自由記述式とした。本研究では，
このうち自由記述回答のみを分析対象とする。

２．２　アンケートの実施と収集方法
アンケートへの回答者は視覚障害者の就労支援をしてい

る認定NPO法人「タートル」のメーリングリストを介して応
募した。
 ・対象者：全盲から軽度の視覚障害があり，連絡先がわ
かる人

 ・調査期間（質問票の回収期間）：2020 年 3月2日から
19日
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２．３　自由記述質問について
アンケートの問 14から16の 3 問が自由記述質問であり，
店舗への具体的要望や提案等についてなるべく具体的な
記述を求めた。質問文は以下の通り。
問 14　買物をする際に日ごろ感じている不便なことや不
安があれば教えてください。
問 15　買物をする際に工夫していることがあれば教えて

ください。（例：視覚に障害があることを理解してもらうため
白杖を使用）
問 16　視覚に障害のある人が利用しやすい店舗づくり

のための要望や提案等があれば教えてください。

２．４　KHCoderについて
KH Coder [4,5] は，樋口によって開発された計量テキス

ト分析（テキストマイニング）用フリーウェアである。今回
利用したWindows 版のパッケージには形態素解析システ
ム「茶筌MeCab」，データベースMySQL，汎用統計ソフト
「R」などが同封されており，計量テキスト分析に必要な形
態素解析機能，データベース機能，分析機能が実現され
ている。

２．５　倫理面への配慮
メーリングリストの返信はタートルが受信し，個人情報等を
削除した形で質問項目への回答部分だけを抽出したテキス
ト・データを送ってもらった。
　なお，本研究は，筑波技術大学研究倫理委員会にて
承認（承認番号：2019-39）を得て実施したものである。

３．結果
３．１　回答者の人数と属性
回答のあった者は計 90 名で，男性 60 名，女性 30 名，
年代は10 代から年代は10 代から70 代以上にわたった。
視力は，盲（0.01 未満）37%，重度（0.05 未満）33%，

中等度（0.3 未満）19%，軽度（0.3～ 1.2）10%であった。

３．２　自由回答項目について
問 14から16の自由記述回答は，それぞれの不便，工
夫，要望等に関する記述を質問別にせず，90 人全員の3
問分のデータをつなぎ合わせて，1つのテキスト・ファイルと
して処理した。

３．２．１　前処理と抽出語
KHCoderによるテキスト分析には，かならず「前処理」

が必要である。ここでは，回答者の単純な記入ミスや明ら
かな議事脱字の修正のほか，本来ことを指示していると単
語での表現のユレの統一などである。そのほか，テキストは

はじめに単語に分画されるが，その際に自動処理では2語
として扱われる単語を強制的に1語として抽出してカウント
させるための指定を行う。今回は，デフォルトでは「白」と「杖」
に分画処理されてしまう「白杖」などの単語を強制的に1
語として抽出するなどの前処理を施した。その結果，のべ
総抽出語数は10,800 語で，異なり語数は1,483 語であった
（図１）。総語数等は，前処理の強制抽出語やパッケージ
に組み込まれている形態素解析システムの選択によっても
変化するが，今回はデフォルト指定のMeCabを使用した。

抽出語で最も出現頻度が高かったのは「商品」で107
回出現していた。出現頻度の高い上位 30 位までの単語
と品詞分類と頻度を図 2に示した。「商品」につづく上位
10 位までの頻出単語は，「店員」，「障害」，「店舗」，「買
い物」，「店」，「思う」，「白杖」，「サポート」，「声」であっ
た。続いて「レジ」，「案内，「場所」，「通路」，「行く」，「棚」
といった店舗内の移動や空間配置に関連した語群が並び，
「表示」，「見える」といった商品の品選びや属性を手に
取って知ることとの関連が示唆される単語群がそれに続い
ていた。

３．２．２　階層的クラスター分析
次に抽出語の階層的クラスター分析の結果のデンドログ

ラムを示す。KHCoderでは，階層的クラスターの描き方に
は集計単位を「段落」にするか「文」にするかオプショ
ンが選択できる。
「段落」とはテキスト内の改行で区切られた範囲を示し，
これを選択することによって，アンケートのテキスト・データを
「。」で区切られた「単文」単位ではなく，個々の回答者
の各質問ごとの回答文をまとまった一つの「段落」として

図1　抽出語数とKHCoder操作画面
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分析できる。ここでは「文」を選択した。すなわち，回答
者の個性や属性を捨象して，90 人全体の記述を「単文」
の集まりとしてまとめて集計した。
また，計算方法は「Ward 法」を，距離は「Jaccrad 距離」
を指定した。クラスター数は自動を選択した。
クラスター間の関係性を示した結果のデンドログラムは図
3に示す。一番上に「視覚障害者」というクラスターがあ
り，それ以外のすべての語群は，このクラスターとの関係性
において位置づけられた。
図の上方から「サービス」，「カウンター」，「点字ブロック」

といった語群，「文字」，「表示」，「大きい」といった文字
情報に関することが続く。続いて「配置」，「陳列」，「棚」，「商
品」，「確認」，「場所」等といった店舗内の目的の商品に
行き着くまでの経路や情報に関する単語が続いた。中段以
降の語群には，「スマホ」，「読み上げ」，「人」，「対応」，「ガ
イド」といった情報保障や人的支援に関する単語群が来て，

図2　抽出語（出現頻度上位30位まで）と出現頻度 図3　クラスター（文単位分析）
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さらに「白杖」，「店員」，「声」，「お客」，「サポート」，「見
つける」といった自分の障害を示すアイコンとそれによって
周囲の支援や注意が喚起されることに関する単語がクラス
ターを成していた。
図の一番下方には，「レジ」，「探す」，「大変」といった
実際に店舗内での困りごとを表現した単語群が並んだ。そ
して，これらすべてのクラスターはまとまって，最終的に一番
上の「視覚障害者」という本人の属性に関連付けられて
いた。

３．２．３　共起ネットワーク
テキスト内のある語と他の語が一緒に出現することを共
起といい，共起する語を線で結んだものが共起ネットワーク
である。KH Coder では，出現パターンの似通った語，す
なわち共起の程度が強い語を線で結んだ共起ネットワーク
を描くことができる。共起ネットワークはJaccard 係数で単
語間の類似性が算出されるが，今回の分析では，Jaccard
係数の最小値は指定せず，単語出現頻度の上位 60 語に
ついての共起ネットワーク図を作図した（図 4）。円の大きさ
は語の出現頻度の大小を，円の色と線の太さは語と語の結
びつきの強さの程度を表している。

３．２．４　自己組織化マップ
KHCoderであは，R関数「som」を使った語と語の距
離をもとXY座標上の六角形へ入れこむことで自己組織化
マップを描くことができる。これにより図３の階層的クラスター
分析のクラスター間の関係性がより直感的に理解できる。
最小出現数 10 回，クラスター数 8でマッピングした結果

が図５である。クラスター間で関係性の近いものがより近く
に配置されるため，対角に配置されるもの同士がもっとも距
離の遠い関係にあることがわかる。ここでは，「点字ブロック」，
「設置」，「サービス」といった左上の語群と「陳列」，「場所」，
「商品」，「覚える」といった単語群がもっとも離れた位置
にマッピングされた。「視覚障害」に対しては「案内」といっ
た単語が対極に配置された。

３．２．５　頻出語のKWIC
KHCOder では，特定の語彙がどのような文脈で

出現しているかを表示できるKWIC（Key Word in 
Concordance）機能がある。
　画像中の文字情報などを読み取り，自動で読み上げる

アプリ等も一般的になり誰でもが使用できるスマホのアプリ
等に関する記述を見ると，「スマホで会計履歴確認」，「ス
マホで商品情報の読み上げができる仕組みが欲しい」，「あ
らかじめスマホに買うものをメモ」，「スマホに買いたい物の

図4　共起ネットワーク
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画像を保存し，店員に示す」，「拡大機能を活用」，「スマ
ホ決済を使用している」などの積極的な活用が見られる一
方，「商品や店内でスマホをかざすことで何か言われない
か心配」といった記述もあった。「点字ブロック」については，
「設置を望む」との記述が多く，また，「白杖」については，
視覚障害者であることのサインとしても積極的にショッピング
にも携行されていることがほとんどの記述に示されていた。
点字ブロックや店舗床面のコーナー別の色分けなどの誘
導装置や識別サインの設置に関しては，さらなる「設置希
望」意見一色なのに対し，スマホなどの保障機器を人前
で使用する際に感じているユーザー側の心のバリアが障壁
となってともとれる。一方，「店員」に関しては，もっと積極
的に支援を希望する記述が多かった。
　

４．考察とまとめ
視覚障害者の買い物行動には，店舗までの移動に始ま

り店舗内の移動や，目的の商品を探し，その商品に表示さ

れた情報を読み取ること，さらには会計を済ませて店舗から
出るまで，すべてにわたって空間情報や文字情報の取得の
問題がある。
本研究では視覚障害者の買い物におけるニーズに関す

るアンケート回答の自由記述部分に注目し，KHCoderによ
るテキストマイニング手法で分析した。その結果，視覚者
の買い物に関して直面している問題として，店舗内の位置
情報把握の困難や文字情報など品物の詳細にかかわる識
別情報の取得の困難が明らかになった。情報保障に関し
ては，人的支援や点字ブロックなどのさらなる拡充は希望す
るが，視覚障害者自身が店内で情報保障機器等を操作す
ることには，抵抗を感じていることが明らかとなった。一方，「白
杖」等は視覚障害者を示すサインとして積極的に活用され
ている面もあり，店舗内で購入前の「商品」へ情報保障
機器をかざして情報を読み取ることには，障害を開示するこ
ととは異なる心理的バリアの関与が考えられる。店舗内で
の情報の提供や障害者自らが操作する情報保障機器の
開発には，空間情報や文字情報の定時だけでなく，心理
的バリアへの配慮が重要であることが示唆された。
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図5　自己組織化マップ
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Abstract:  We conducted a questionnaire survey on problems to understand the potential needs 
of the visually impaired in shopping behavior. In this study, we performed a quantitative analysis 
of qualitative data using the text mining software KH Coder for the free description items in the 
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security equipment, such as smartphone, in the store. The issue of how to secure information with less 
psychological burden for persons with visual impairment in their shopping has become clear.
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